
平成17年度「資源循環技術・システム表彰」で 
経済産業大臣賞を受賞 

環境シンボルマーク 
　神戸製鋼グループは、「環境」
イメージの浸透と社員への「環境」
マインドの醸成を狙いとして、環境
シンボルマークを設定しています。 
　フリーハンドの「青々と生い茂る
木の葉」がナチュラルで優しい 
イメージを表現し、矢印と「ECO 
WAY」という言葉を組み合わせて
「環境先進企業への道を一歩ずつ
着実に進んでいく企業姿勢」を 
表しています。 

▲FASTMET®ダスト処理設備のプロセスフロー 
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環境への取り組み 

高炉でのリサイクルが困難な製鉄所ダストから揮発成分

の分離除去と、高純度鉄源の回収を同時に達成し、ダスト

の完全利用を通じた製鉄所のゼロエミッション化推進に

大きく寄与しております。 

　神戸製鋼グループは、あらゆる事業活動に 
環境配慮を組み入れ、 

1.社会との共生・協調（環境コミュニケーション） 
2.環境負荷低減の徹底（環境保全） 
3.製品・技術・サービスにおける新たな価値創出 
　（環境イノベーション） 

により、総合力で環境先進企業グループを目指す。 

環境経営基本方針 [グループ環境経営の推進]
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回転炉床炉による製鉄所ダスト FASTMET®リサイクルプロセスの開発に 

ついて、開発成果やその操業実績等が評価され、平成１７年度「資源循環技術・

システム表彰」（主催：財団法人クリーン・ジャパン・センター／後援：経済産業省）

において経済産業大臣賞を受賞致しました。 

保坂経済産業副大臣（当時）と当社佐藤代表取締役副社長（左） 

神戸製鋼グループは、企業

活動と地球環境との共生と 

調和を一層深めていくため、

「環境先進企業グループ」を

目指し、環境経営委員会のもと、

6つの実施事項を柱として

環境経営を推進しております。 環境経営委員会（2005年8月開催） 2005年度版環境報告書 


